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※1 ‌�男女を問わず個人の能力などによって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず、男性、女性と
いう性別を理由として、役割を固定的に分けることをいう。「男は仕事、女は家庭」「男性は主要な業務、女性
は補助的な業務」などは固定的な考え方により、男性、女性の役割を決めている例である。

１. 計画策定の趣旨

　我が国においては、平成11（1999）年６月に、男女共同参画社会基本法が制定され、「少子

高齢化の進展、国内経済活動の成熟化等我が国の社会経済情勢の急速な変化に対応していく上

で、男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と

能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、緊要な課題」であり、「男女共

同参画社会の実現を二十一世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置付け、社会のあらゆ

る分野において、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の推進を図っていくことが重要

である」と明示されました。

　本市においては、平成13（2001）年に、枚方市男女共同参画計画を策定し、平成22（2010）

年度を目標年度として基本的な考え方や方向性を定め、男女共同参画社会の実現に向けた施策

を進めてきました。平成22（2010）年４月には、枚方市男女共同参画推進条例を制定し、男女

共同参画推進に関する基本理念並びに市、教育に関わる者、事業者、市民団体及び市民の責務

や、市の施策の基本となる事項を定めるとともに、平成23（2011）年３月に、条例に基づく第

２次枚方市男女共同参画計画を策定し、総合的、計画的に施策の展開を図っています。

　しかし、高度経済成長期に社会通念として根付いた固定的な性別役割分担意識※1が、いまだ

に根強く残っていることや、政策及び方針決定過程における女性の参画が低調であること、配

偶者や恋人からの暴力（ドメスティック・バイオレンス：以下「ＤＶ」という。）の問題が深刻

化していることなど、男女共同参画社会の実現に向けた課題が多く残されています。働く場面

においては、男性正社員を前提とした長時間労働、既婚女性の家計補助的な非正規雇用などを

特徴とする働き方が依然として根付いており、女性が十分に活躍できない原因となっていま

す。また、生活の場面においては、男性の家事、育児、介護への参画や、地域活動への貢献など

が十分とはいえない状況で、特に男性の育児休業取得率は著しく低いものとなっています。

　こうした状況やこれまでの取り組みの成果と課題、平成26（2014）年度に実施した男女共同

参画に関する市民アンケート調査（以下「市民アンケート調査」という。）の結果をふまえ、男女

共同参画社会の実現に向けた施策をさらに推進するため、第３次枚方市男女共同参画計画（以

下「本計画」という。）を策定するものです。
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２. 計画の位置付け

（１） ‌�枚方市男女共同参画推進条例第10条第１項に基づき、男女共同参画推進施策を総合的か

つ計画的に推進するため、現行の第２次枚方市男女共同参画計画を継続、発展させる計画

です。

（２） ‌�市の総合計画や他の個別計画との整合性を持たせた計画です。

（３） ‌�男女共同参画社会基本法第14条第３項に基づく、男女共同参画社会の形成の促進に関す

る施策についての市町村男女共同参画計画です。

（４） ‌�配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）第２条の３第３

項に基づく、市町村基本計画（本計画の基本目標２）を含む計画です。

（５） ‌�女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）第６条第２項に基づ

く、市町村推進計画（本計画の基本目標３）を含む計画です。

３. 計画の期間

　本計画の期間は、平成28（2016）年度から平成37（2025）年度までの10年間とし、長期的な

視野に立ち、継続的に施策を推進します。なお、国内外の動向や社会情勢の変化に対応するた

め、平成32（2020）年度に中間見直しを行います。

４. 計画の構成
　男女共同参画社会の実現に向けて、５つの基本目標と18の基本方向及び取り組み概要を定め

ます。なお、本計画の具体的な取り組みについては、別途、実施計画としてアクションプログラ

ムを策定します。

枚方市男女共同参画計画

男女共同参画社会基本法

女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律

女性の職業生活における活躍の
推進に関する基本方針

配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律

配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等のための施策
に関する基本的な方針

男女共同参画基本計画

おおさか男女共同参画プラン

大阪府配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する基本計画

枚方市男女共同参画計画アクションプログラム
枚方市人権尊重のまちづくり条例
枚方市男女共同参画推進条例

枚方市総合計画

枚方市健康増進計画

枚方市地域福祉計画

枚方市障害者計画

ひらかた高齢者保健福祉計画21

枚方市ひとり親家庭等自立促進計画

枚方市子ども・子育て支援事業計画

等
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５. 計画の進行管理

　本計画の推進にあたっては、具体的な取り組みを定めたアクションプログラム（前期：平成

28（2016）年度〜平成32（2020）年度／後期：平成33（2021）年度〜平成37（2025）年度）

に基づき、施策を展開します。施策の取り組み状況については、市長の附属機関である枚方市

男女共同参画推進審議会で確認を行うとともに、枚方市男女共同参画推進本部において進行管

理を行います。その結果については、ホームページなどで公表し、計画的な事業の推進を図り

ます。

６. 計画の基本理念

　男女共同参画社会の実現を目指すための指針として、平成22（2010）年４月に本市が制定し

た、枚方市男女共同参画推進条例では、次の４つの基本理念を定めています。本計画は、この基

本理念に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた本市の基本的な考え方や方向性を定めるも

のです。　

７. 計画の基本目標

　枚方市男女共同参画推進条例の基本理念は、本市が男女共同参画を推進するにあたっての、

基本的な考え方となります。本計画においても、この４つの基本理念に基づき、すべての市民

が性別にかかわりなく人権が尊重され、仕事と生活のあり方をさまざまに選択できる男女共同

参画社会の実現に向けて、５つの基本目標を定め、施策を推進します。

基本目標１　人権尊重と男女共同参画への意識改革

基本目標２　男女共同参画を阻害する暴力の根絶

基本目標３　仕事と生活のあり方をさまざまに選択できる社会づくり

基本目標４　だれもが安心して暮らせるまちづくり

基本目標５　男女共同参画を推進する体制の整備

すべての市民に関わる課題として

枚方市男女共同参画推進条例の基本理念

とらえること
一人ひとりが、自ら、さまざまな

選択ができること

あらゆる人権侵害を許さないこと 仕事と生活の調和の実現を図ること
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８. 計画の体系

男女共同参画社会の実現に向けた本計画の基本理念

基本方向基本目標

男女共同参画を阻害する
暴力の根絶

仕事と生活のあり方を
さまざまに選択できる社会づくり

だれもが安心して暮らせる
まちづくり

男女共同参画を推進する
体制の整備

（１）男女共同参画への理解の促進
（２）子どもの頃からの男女共同参画の推進
（３）男女共同参画の視点に立ったメディア・リテラシーの向上

（１）男女共同参画を阻害する暴力を許さない社会づくり
（２）暴力の予防に向けた子どもの頃からの啓発の推進
（３）被害者支援体制の充実

（１）政策及び方針決定過程における男女共同参画の推進
（２）男女共同参画の視点に立った施策展開
（３）関係機関や市民団体等との連携強化
（４）意見等の申出及び人権侵害相談体制の充実

（１）生涯を通じた男女の健康保持と増進への支援
（２）ひとり親家庭等への支援
（３）高齢者、障害者、外国人住民等への支援
（４）男女共同参画の視点に立った防災など地域活動の推進

（１）子育てと介護への支援
（２）就業、起業、再就業への支援
（３）雇用における男女の均等な機会及び待遇の確保
（４）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）への理解の促進

あらゆる人権侵害を
許さないこと

仕事と生活の調和の
実現を図ること

すべての市民に関わる
課題としてとらえること

一人ひとりが、自ら、さま
ざまな選択ができること

基本目標 1

基本目標 2

基本目標 3

基本目標 4

基本目標 5

人権尊重と男女共同参画への
意識改革




